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(一社)部落解放・人権研究所第一研究部門「部落差別の調査研究」
第７回公開講座のご案内

謹啓

皆様におかれましては、常日頃より部落問題の解決と人権確立にむけてご尽力頂いておりますこと

に、心より敬意を表します。

さて、第一研究部門(部落差別の調査研究)の第７回公開講座(第８回歴史研究会)を下記の要領で開

催致しますので、ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。

敬具

記

１．日 時：７月１８日(土)１４：００～１７：００

２．場 所：大阪人権博物館２階研修室①

(大阪市浪速区浪速西３－６－３６ 電話０６－６５６１－５８９１)

３．テ ー マ：「阿波木偶「三番叟まわし」「箱廻し」調査事業で見えてきたもの」

４．報 告 者：辻本一英さん(芝原生活文化研究所代表)

５．報告要旨： ２０１１年から４年間とり組んだ「三番叟まわし」「箱廻し」調査事業の成果

から、それらをとりまく諸相を報告する。正月習俗としての「三番叟まわし」だ

けでなく、農業や市民生活において果たした役割を紹介する。また、門付けを生

業とした「人形の村」の実相と、部落差別により姿を消した有形無形の文化財の

顛末事例から、今日的な課題を提起したい。加えて、掘り起しから伝承への道程

を、阿波木偶箱まわし保存会のあゆみから紹介する。

６．参 加 費：１，０００円(会員の方は無料)

７．そ の 他：当日、阿波木偶箱まわし保存会のみなさんにもお越し頂き、「三番叟まわし」の

実演を行って頂き、信仰に裏打ちされた三番叟まわしの姿を見て頂きます。また、

門付け時の様子やエピソードをお話し頂く予定です。

※当文書は公印を省略しております。

※参加希望の方は、公開講座開催日の３日前までにＦＡＸ、電話、またはＥメールにて参加される旨

をお知らせ下さい。当日は大阪人権博物館の正面入口からお入り下さい。なお、入館料は研究所の

方で支払います。

※公開講座に関するお問い合わせは第一研究部門事務局の松本まで。

〒552-0001 大阪市港区波除4-1-37 ＨＲＣビル８Ｆ

TEL.06-6581-8530/FAX.06-6581-8540/E-mail matsumoto@blhrri.org



＜会場周辺地図＞

最寄駅：ＪＲ環状線「芦原橋駅」下車、南へ約６００メートル
ＪＲ環状線・大和路線「今宮駅」下車、西へ約８００メートル
南海汐見橋線「木津川駅」下車、東へ約３００メートル


